　　　　　　　　　

主催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団
企画講師：近藤　武夫　先生 （東京大学先端科学技術研究センター　准教授）
講座日程：全4回
	回
	開催日
	講   義   内   容 （予定）
	　講  師 （敬称略）

	１
	11/　5（水）
	支援技術の実際（1）　
	東京大学先端科学技術研究センター　
准教授　近藤　武夫
　　　　　　　　　　　　　　
（一部担当講師が変更になることもあります）

	２
	11/１２（水）
	支援技術の実際（2）　
	

	3
	11/1９  （水）
	支援技術の実際（3）  
	

	4
	11/2６  （水）
	支援技術の実際（4）  
	


講義時間：毎週水曜日、午後６時３０分～８時30分（120分）
受講料：１２,０００円（税込み）
定　員：４５名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）
受講対象：学習障害など発達障害の児童・生徒の指導に携わっている方、治療・教育・相談・指導の領域の専門家の方々、ならびに大学生・大学院生など本テーマに関心のある方
会　場：明治安田こころの健康財団　講義室
　　　　　東京都豊島区高田3-19-10　　　ＴＥＬ 03-3986-7021
　　　　　　　（ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車 徒歩約7分）

（講座№14251）





発達障害・夜間講座 １





読み書き学習における支援技術の実践を学ぶ


（2時間コース）





LD等発達障害のある児童生徒は，障害により起こる様々な困難から，他の生徒と一緒に「学ぶこと」に困難を感じることがあります。「教科書やプリントを読む」，「板書をノートに手書きする」，加えて「試験での問題や解答の読み書き」や，「教師の話を聞いてノートやメモをとる」，「予定の見通しを付ける」など，困難は多様です。他の生徒と同じやり方で同じように学ぶよう訓練することだけにこだわらず，自分なりのやり方で学びの場に参加できる「学ぶ方法」を身につけることが必要です。このことは，彼らの将来的な自立を見越した指導を行ったり，教室で多様なニーズのある生徒たちが共に学ぶための合理的配慮を提供する上で重要なポイントとなります。


本講義では，一般的に入手可能なタブレットやコンピュータ，各種ソフトウェア，デジタルカメラやICレコーダーなどの技術を支援技術（Assistive Technology, AT）として活用し，LD等のある生徒たちが教室での学びに参加するための方法について，事例学習とワークショップを通じて学びます。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤　武夫　【東京大学先端科学技術研究センター】





特別支援教育士資格更新ポイント承認番号第1164号








